
地図混乱地区の地図訂正
中津支所 奥 村 敏

中津市より受 託の地図訂 正業務が完了 しま したのでその 内容、 経過 を報 告 します。

１、 業務の内容、 業 務体制

地図訂正及ぴ地積更正

筆 数 １ １９筆

地権者 ３４名

分筆業務

筆 数 １４ 筆

公共用地立会中請 ９件

面 積 ０
，

１ ２ Ｋ ㎡

地区外利害関係人 ６名

挺当杜員 ４名 （４調査士事務所〕

２、 地図 １字図） 及 び現地の状 況

地図は、 旧土 地台帳 付属 地図で、 一 見して更正図 ではないと思 われま した。

道路が連続せず飛鞄となっていたり、 隣接する字図との接合が全くなくできない部分が

あ り ま し た。

現地は 中津市南部の日ヨ園 地帯に 突き出 た山林の裾 にあり、 東側 は集 落・畑地、 西側 は

中津市管 理の準用河川、 南 側はＮＥ Ｃ大分コ［場の駐 車場敷地、 一般 の店舗用地、 北側 は

里道、 水 路、 中津 市道 となっており、 地図訂正を行っ た地区内に は中央に申津 市道、 南

側に国道 １０号バイパス が走って いま す。

地 区内 の主な用途 は雑木林、 神 杜、 建設 業者の 土場、 作業場、 戦没 者の慰霊碑及 び祭

場、 ＮＥ Ｃ大分 工場の 敷地、 一部 宅地です。

訂正に 関る字図の 隣接 の字図は大 変精度 がよく、 東側、 北側、 西側 の字図を接合 させる

と丁度訂 正地区の 宇図の外 郭がはまり 込み、 っまり ごの地区の字図 は周 囲につ いては測

量が行 われている が鎚区内の地番 線は目測、 歩測 したのではな いか思なわれる。

３、 業務受注 と地元 説明会

この業務は地元からの要望ではなく市道の新設や拡幅等の道路行政により起きたもの

であるた め、 受注 をしてから 地元 を説得せね ばなりま せんで した。

受注に 際 し別紙のよ うに作業手煩 のフロ ーチャ㎞ トを作成 し、 市の担当者に 提出 し、

大事なこ とは、 地元臨議会の設立、 窓口になる人選 とカ 説 し、 担当者 と共に焔 元にお願

いに行っ たのです が当初 はなかな か非協力的で した。 この説得に約 半年かかって やっ と

地元説明 会にこ ぎつ けま した。 こ の問我々 はＧＰＳ による登記基準点 の設置、 基準点 測

量 を済ま せま した。

地元説 明会で は、 こ の地図訂正 事業 は皆さんの為 になるもので、 しかも中津 市が予算

を付 けて、 皆さん は費用 の負担は ありま せん し、 現在 境界争い をしている所もこ の事業

で解決 しま しょう と市の担当者が 上手に説明 し、 結局 ２回の説明 会で納得、 協カ 体制 が



で き ま し た
。

但 し、 立会、 杭 の設置、 測 量については別 紙のように 基本方 針を設 けま した。

４
、

境 界 確 認
、

測 量

ごの段階で は、 我々が通 常行っ ている業務通り 行ったが 地権 者が多い ので立会に際 し

て別 紙のように 立会人、 時 間の設 定を良く考 えて立会フ１コー チャー トを作成しこれに基

いて行いま した。

前記の境 界確認、 杭設置 の基本方針を作成 したのは、 この 事業は絶 対成功 させると意

気込みと再立会 再測量、 あるいは再々立会 再々測量をも覚悟せねば禾目害関係人全員

の承諾は得られまいという危慎があったからです。 結局 再立会再測量を行ったのは

１筆 （２人） で した。

５、 調印、 申請 （申 し出）

測量緒果についての鶴議集会で出席者全負の承諾が得られ、 年末には業務は完了すると

算 段 していたの ですが調印 の時点 で一人 だけ 印鑑を押 しませ んで した。 ごの方に は２人

で何度も自宅に足 を連びこ の事業の目的 を説明 し、 またその 方の所有 鎚の土地利 用の規

制 や許認可の方 法等ア ドバイ ス したり してやっ と調印にこ ぎっ けま した。 緒局３月 にな

り 法務局に申 出書を提出 し年度 内に完了する ことができま した。

この業務 を振り 返って、何が一 番完了に結 びつ けたかと いいますと、何と か地元説明会、

協議会を開け、 こ の業務の説明の 中で種々の意見 が出されなが ら途々 に地権者 の理解が得

られたことです。

当初地区の区長はこれらの土地は何ヶ所でも境界争いをしており絶対にできないから勝手

にやっ てく れと言っ ていま したの で、 我々は個 人的に地権者の自 宅に行って説明 しようと

試 みま したが全く だめで した。 中津帝の担当職員 と共に説得に あたり、 どうにか協カ体制

が でき、 地 区の皆 さんと伸良く なっ て業務が完了 出来たと思っ ています。
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作 業 手 順 フ ロ ー チ ャ ー ト

ス

タ

ト

地 権 者
、 隣 接 者 の

生存 相続関係調壷

公 嘱 協 会
３ ０ 日

資料作成

市

豊記簿と字図 の一筆対 査

土地調書作成

土 地 宝 典 ． 市 保 存 字 図 調 査

地 区写 真撮 影

現 睨測量

字図と ω対照国 作成

２ ０ 日

も

．務景協憲 書評

是正艶囲

手法

捌量基 準

３ ０ 目

地元説明会

Ｎ Ｅ Ｃ ． 建 設 省 含 む

地元協謝会殻立

代 表 〔 窓 口 〕 選 岳

多
ｙ１

６１

ｒ →
帽飽会

地元打ち会わせ

現地踏 査
フ 日

伐開 １ ０ 日

市

住民菓相続関係書類

収集

大 分地カ 法務局と協蹟

境昴確 認申 講書 作成

申冨青

立 会 杭入 れ

芸準点設置
１ ０ 日 調印 確観昏作威

民民立会杭入

ｏＰｓ螂量 １ ０ 日

ト ラ’｛一 スミ用士１

グ
ベ

目

＼
・。日 ／

／
握元劇畳

２ ０ 目

細部 測量 ５ ０ 日

各種図面作成

２ ０ 日

承諾書等春類作成

１１０日

調印 ３ ０ 日

地 図 訂 正 申 出 ・ 地 描 更 正 申 講

１ ０ 日

分筆登記申謂 所有鶴 転鋭 輸 完 了

７ 日 フ 日

総合言千日数

３ １ １ 目



城山地 区地図整備事業における境界確認、 杭設置の基本方針

かっ て 測 量 を 行 っ て その 地 積測 量 図 が 法 務 局 に 提 出 さ れ て い る 土 地 につ い て

は・ こ の 図 面 を 参 考 に して 境界 を 復 元 して 立会 ・ 杭 の 設 置 を 行 う。

隣 接 土 地 問 で 構 造物 そ の他 の 事 物 で 境 界 の確 定 して い る 所 に は、 確 定 杭 を 設

置 す る。

境界が 不明 又はあや ふやな所は仮杭を設 置し、 測量 の後面積調 整するものと

す 乱 そ の 為 に
・

全 所 有 者 の土 地 に確 定 杭 か 又 は仮 杭 を 設 置 す る。

測 量 の 結 果 につ い て は・ 集会 を 開 催 して 戴 き 検 討 す る も の と し、 面 積調 整 を

行 い・ さ ら に 必 要 が ある と きは 再 立会、 再測 量 を行 い 関 係 者 全員 の 合 意 を 得 ら

れ る 様 に す る。

現 地 で の 立 会 は 一度 に 全員 の 立会 は 不 可 能 で す の で、 状 況 に よ り 何 人 か ずつ

の 方 に お 願 い しま す。 こ の場 合 立会 人 以 外 の 人 の 所 有 地 に は 仮 杭 を 打 た せ て 戴

き た い。 そ して 次 回立 会 の 時 に そ の 隼 杭 を 見 て 調 整 して 戴 き ま す。

２０１ ２０２ ２０３

次回立会人 次回立 会人 次 回立会人

仮杭
仮 几 仮杭

仮 几

９９ １００

立会人 立会人

仮杭

１０１ １０２

立 会人 立会 人

２０４

次圓立 会人

仮杭

１０３

立会 人



立 会 フ ロ ー チ ヤ ー ト

５ 月 ２ ４ 日 ９ 時 ３ ０ 分

ス

タ

ト ２班

１班

１ ０ １ ０ ０

１ － １

藤原

藤本 民地

市道

２ － １ ２－ ２ ２ －３

管財道路 Ｎ Ｅ Ｃ 加 来 敏 彦 内 納 一 利

建設省 内納＿利 溝上
建設省

溝上

建設省
Ｎ Ｅ Ｃ

「 ’２ １ －３

Ｎ Ｅ Ｃ
民地

藤本

藤原

藤本 建設省

１ ０ ： ３ ０

９ １ ３ ０

８一 「
３－ ２

３ 班
加来敏彦

民 地 Ｎ Ｅ Ｃ

中野実

民地
溝上

内納一利

４ － ４

４班

４ －１

里道
加来敏 彦

内納一 利

４ － ２

内 納一利

里道 内納国明

加来 高人

４ － ３

加来 高人

内納 国明
里道 中 野実 生 活環 境 課

橋本貞雄

橋本俊子

中野実

民地 橋本貞雄

橋本俊子

墓地

民地
加 来高人

内納国 明



平 成 １３ 年 １１ 月 日

中 津 市 長

城山地 区地図混 乱解消の為 の地元説明会開催 の ご案内

立 冬 の 候 とな り、 朝 夕 は め っ き り と 寒 く な り ま した が、 皆 様 方 に お か れ ま して は 益

々 ご 健 勝 の こ と と お 喜 び 申 し上 げま す。

中 津 市 の 道 路 事 業 に つき ま し て は、 常 日 頃 よ り ご理 解、 ご 協 力 を 戴 き 大 変 あ り が と

う ござ い ま す。

さ て・ 城 山 地 区 の 『字 図』 （法 務 局 所 管） は 皆 様 ご 承知 の よう に・ 現 地 で の 士 地 の

形 状 ・ 境 界 と 大 き く 違 いま す。

そのため 平成王 ２年度に新設 しま した 城山国道線 や、 以 前改良を 行いま した城山の

中 央 部 分 を 走 っ て い る 八 日 市 ・ 城 山 線 の 道 路 の 分 筆 が でき ま せ ん。

ま た、 今 年 度 耕地 課 が 行 う よ う に な って い る 墓 地 へ 通 ず る 道 路 の 整 備 も、 地 図 混 乱

の た め 思 う よ う に 行 き ま せ ん。

こ の よう な 行 政 面 だ け でな く、 地 元 め 皆 様 も ご自 身 の 土 地 の 境 界 を 確 定 さ せ て、 現

地 と 合 致 す る 地 図 が で き れ ば、 子 ・ 孫 の 代 ま で安 心 で き る の で はな い で しょ う か。

こ の 為、 本 年 度 中 津 市 道 路 課 に お い て 予 算 を 計 上 し、 こ の 事 業 を 進 め て 行 く こ と と

な り・ 現 在・ 皆 様 の ご協 力 の も と に 現 況 の 測 量 ま で 終 え る こ と が で き ま した。 二

つ き ま して は・ 今 後 皆 様方 と どの よ う な 協 力 体制 を 取 っ て、 地 図 混 乱 を 解 消 し・ 正

しい 地 図 を 作 成 して 行 く の か 協 議 を 行 い た く、 下 記 の と お り 説 明 会 を 開 催 致 しま す の

で・ 万 障 お 繰 り 合 わ せ の う え ご出 席 方 よ ろ しく お 願 い 致 しま す。

記

日 時 平 成 １ ３ 年 １ １月 日 （ 曜 日） 午 後 ７ 時 ～

場 所 草 場 公 民 館

連絡先

『＝８７１－８５０１

ａ

大分県中 津市 豊田町１４ 番地の ３

中 津市 建設 部 道路 課 用地係

（ 担当 ）

０９７９－２２－１１１Ｉ （内 線３５３・３５４）



平成 １ ４ 年 ２ 月 ２６ 日

関係者各 位

中津 市長

城 山 飽 区 地図 訂正 事 業へ の ご協力の お願い

中 津 市 の 道 踏 事 業 につ きま して は、 常 日 頃よ り ご理 鐸、 ご協 力 を 戴 き 大 変 あ りが と う

ご ざ い ま す。

さ て、 坤 山 地 区 の ｒ字 図」 （法 務 局 所 管） ぱ 皆様 ご承 知 の よう に、 現 遡 で の 土 地 の 形

状 ・ 境 界 と 大 き く 違 い ます。

その た め 平 成 ユ ２ 年度 に 新 設 し ま した 城 山 国 道 線 や、 以 前 改 良を 行 い ま し た城 山 の

中 央 部 分 を 走 っ て い る 八 日 町 ・ 城 山 線の 道 路 の 分 筆 が でき ま せ ん。

ま た、 今 隼 度 耕 地 課 が 行う よ う に なウ て い る 墓 地 へ 通 ずる 道路 の 藍 備 も、 地 図 渥 乱 の

た め 思 う よ う に 行 きま せ ん。

こ の よ う な 行 鼓 面 だ け でな く、 飽 元 の 皆 様 も ご自 身 の 土地 の境 界 を 確 定さ せ て、 現 地

と 合致 す る 地 図 が で き れ ぱ、 子 ・ 孫 の 代 ま で 安 心 で きる の では な いで しょ う か。

こ の 為、 本 年 度 中 津 市 道 路 課 に おい て 予 算 を 計 上 し、 こ の 事 業 を 進 め て 行 く こと と

な り、 現 在、 皆様 の ご揚 力 の も と に 現 況 ｇ 測 量 ま で 終 える こ と が でき ま し た。

こ の 現 況 図 や 現 牽 の 遡 図 等 参 考 に して・ どの よう に して 地 図 の訂 正 を 行 な う の か 地

元 関 係 者 と の 二 度 に わた る 協 議 を 行 い、 正 確な 飽図 を作 る こ と とな り ま した。

つきましては、 関係着の 皆様 （相 続人も含 む） の土地境界確認の 申請 のための市長

への委任 状と遼 方で境 界立会 ピ来れない方のための委任状 を送 りますので記名 ・押 印

して ご返 送 ね が い ま す。

な お、 最 終 的 に 境 界 が 確 定 し、 土 地 の位 置 ・ 形 状 面 積 が 穣 定 しま した ら、 皆 様の 合

意 書 が 必 要 とな り ま し て、実 印 で の調 書（印 鑑 証 明 書 付）を お 願 い す るよ う に な りま す。

不 明 な 点 は、 下記 に お 間 い 合 わ せ 下さ い。

遵絡先

千＝８７１・８５０旦

大 分 県 中 津 市 豊 田 町 ユ ４ 番 遡 の３

中津市 建設部 道路課 用地係

（坦当 ）

魁 ０９７９－２２’エユｎ （内 線 ３５３ ・ ３５４）



平 成 １ ４ 年 ５ 月 日

中津市 長

城 山地 区地 図 訂 正事 業 のための境界立 会の お願い

中 津 市 の 道 路 事 業 に っ き ま し て は、 常 日 頃 より ご 理 解、 ご 協 力 を 戴 き 大 変 あ り

が と う ご ざ い ま す。

さて、 今 回 の 城 山 地 区の 事 業で 皆様 に お願 いしておりま した 各 種 境 界 確 認 申 請

の た め の 委 任 状 が 全 員 揃 い ま し た の で 早 速、 境 界 立 会 を 行 な い た い と 思 い ま す。

一 度 に 全 員 の 立 会 は 出 来 ま せ ん の で 何 回 か に 分 け て お 願 い し た い と 思 い ま す。

第 一 回 目 の 立 会 は そ の 路 線 の 関 係 者 の 皆 様 に 下 記 の 要 領 で 行 な い ま す。

な お 皆 様 の 土 釧 こ 関 し て 図 面 等 お 持 ち で した ら ご 持 参 く だ さ い。

立 会 の 日 時

集 合 場 所

平 成 １ ４ 年 月 日

時 分より

別 紙 図 面 の 朱 書 の場 所

連 絡 先

〒 ８７１・８５０１

大 分 県 中 淳 市 豊 田 町 １ ４ 番 地 の ３

中 津 市 建 設 部 道 路 課 用 地 係

（担 当 ）

皿 ０９７９’２２・１１１１ （ 内 線 ３５３ ・ ３５４）



平 成 １ ４ 年 ５月 日

中淳市長

城 山 地 区地 図 訂 正事 業のため の境 界立会 のお 願い

中 津 市 の 道 路 事 業 につ き ま して は、 常 日 頃 より ご理 解、 ご協 力 を 戴き 大 変あ りが とう

ご ざ い ま す。

さ て、 城 山 地 区 の 「字 図」 （法 務 局 所 管） は 皆様 ご承 知 のよ う に、 現 地 で の 土 地 の 形

状 ・ 境 界 と 大 きく 違 いま す。

そ の た め 平 戒 ユ ２ 年 度 に 新 設 しま し た城 山国 道 線 や、 以 前 改 艮を 行 い ま した 城 山 の

中 央 部 分 を走 っ て い る 八 日 町 ・ 城 山線 の 道 路 の 分 筆 が でき ま せん。

ま た、 今 年 度 耕 地 課 が 行 う よ う に なっ てい る 墓 地 へ 通 ずる 道路 の 整 備 も、 鉋 図混 乱 の

た め 思う よ う に 行 きま せ ん。

こ の よ う な 地 図 の 不 備 を解 消 さ せ る ため 各 土地 の 境 界 確 認 を 行い 地 図 の 整 備 を しま

す の で 道 路 や 水 路 の 反 対 側 の 所 有 者 の 畜様に も 境 界 立 会 の お 願 い を しま す。

立 会 は 下 記 の 要 領 で 行 な いま す の で、 よ ろ しく ご協 力 お ね がい します

記

立 会 の 日 時

集 合 場 所

平成ユ４年 月 日

時 分よ り

別 紙 図面 の 朱 書 の 場 所

連絡先

〒 ８７１－８５０１

大 分 県 中 津 市豊 田 町１ ４ 番 地 の ３

中淳市 建設部 道 路課 用 地係

（担当 ）

唖皿 ０９７９－２２’１１１１ （内菟泉 ３５３ ・３５４）



平 成 １ ４ 年 ９ 月 ５ 日

関 係 者 各 位

中 津 市 長

城 山 地 区 測 量 結 果 に つ い て の 協 議 集 会 の ご 案 内

残暑厳 しい折です が皆様方にお かれま して は、 益々 ご健 勝のこ ととお喜 び申 し上げ

ま す。

さて、 城山地区地図 訂正事業 も皆 様方の ご協 力を得ま して、 仮 杭等による測量作業

及ぴ面積 の計算が完了 致 しま し れ

つき ま して は、 当 初 の 説 明 会 での 基 本 方 針 ど お り、 こ の仮 測 量 の 結 果 に よ る 面 積 等

を 皆 様 方 に 確 認 して い た だ き た く、 下 記 の とお り 協 議 集 会 を 開 催 致 しま す の で、 万 障

お 繰 り 合 わ せ の う え ご出 席 方 よ ろ しく お 願 い致 しま す。

記

日 時 平 成 １ ４ 年 ９ 月 １ ９ 日 （木 曜日） 午 後 ７ 時 ～

場 所 草 場 公 民 館

連絡先

『＝８７１－８５０１

岱

大 分県中津市豊 田町１ ４番地の３

中 津市 建設 部 道路 課 用地係

（ 担当 ）

０９７９－２２－１１１１ （内 線３５３・３５４）



平 成 １ ４ 年 ９月 ２ ０ 目

関 係 者 各 位

中 津市長

城山地 区測 量結果 につい て

初 秋 の 侯、 皆 様 方 にお か れま して は 益々 ご健 勝 の こ と と お 喜 ぴ 申 し上 げま す
。

さ て、 先 目 ご案 内 い た しま した城 山 瑠 区測 量 緒 果 の 協 議 集 会 を ９月 １ ９ 目 に

行 い、 仮杭等による面積 を出席者 に提示 したところ出席者全員の承 諾を いただ

い た と こ ろ で す
。

当 目 ご 出 瘤 で き な か っ た を様 にっ き ま して は、 今 回 ご本 人 所有 分 の測 量 の図

面 を 送 付 い た しま す。

そ れぞれ ご承諾いただけれ ぱ、 現地に正式な杭を埋設 し、 登記作業に進 みた

い と 考 え て お り ま す。

し
蔦 濃 ㍑

’て不明な点
等
やご承謝’ただけるかを下記までご連絡

連絡先

〒８７１・８５０１ 大 分 県 中 津 市 豊 田 町 １４ 番 地 の ３

中津由役所建設部 道路課周地係

（担当 ）

電 話 ０９７９－２２－ ｍ １ 内 線 ３５３・３５４



平 成１４年１２月 ４日

中津市長

城 山 地区 地図 訂 正 事 業の調印について

初冬の 候、皆 様 方におか れましては 益々 ご健勝 のこととお喜び申し上 げます。

平成１２年 より予 備調 査、実 施立 会 測 量を行ってまいりましたこの 事 業も皆 様の 御 協 カにより

全体 の 姿が 見えてまいりました。

つきまして は、皆 様１こ御 案内しました 地図（図 面）の様 に城山地 区 の『地図 訂 正』の 業務を完 了

するため、下 記のとおり皆 様 方相 互 の 調 印を行 いたく御 案 内申し上 げます口

な お 確 定 図 面 は 当 日 皆 様 に 配 布 致 しま す。 、
’

調 印 の 日 時

場所

持参 するもの

記

平 成１４隼１２月１７日（火）・１８日（水）

上 記２日間のうち、午 後６時から午 後８時の 間で

それ ぞれ都 合のよい時 間にお越し下さい。

草場公民館

笑 印 印 鑑証明 書１通

間合先

中津市役所 道路課

用 地係

０９フ９－２２－１１１１ 内 線３５５


